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４大学がより密接に連携４大学がより密接に連携

知識を深めお互いに高め合える場に知識を深めお互いに高め合える場に



　

続
く
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
富
山
大
学
の
林
篤
志

教
授
に
座
長
を
交
代
し
、
第
三
演
者
・
金
沢
大
学
の
立

花
学
先
生
か
ら
「
緑
内
障
進
行
に
お
け
る
黄
斑
部
神
経

節
細
胞
複
合
体
と
視
神
経
乳
頭
出
血
の
関
係
：
上
半
網
膜

と
下
半
網
膜
の
比
較
」
に
つ
い
て
、そ
し
て
最
後
の
演
者
・

福
井
大
学
の
市
橋
祐
志
先
生
か
ら
、「
糖
尿
病
黄
斑
浮
腫

に
対
す
る
ブ
ロ
ル
シ
ズ
マ
ブ
使
用
前
後
の
前
房
内
フ
レ

ア
の
変
化
」
に
つ
い
て
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ

新
た
な
可
能
性
に
つ
な
が
る
期
待
も

　

第
１
・
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
に
、
く
じ
引
き
で
指
名

さ
れ
た
質
問
者
に
加
え
、
座
長
か
ら
指
名
さ
れ
た
質
問

者
も
積
極
的
に
具
体
的
な
疑
問
点
を
投
げ
か
け
、
盛
ん

に
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
質
問
と
合
わ
せ
「
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」、「
今
後
の
参
考
に
し
た
い
」、

「
自
身
も
同
じ
方
法
で
試
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
も

語
ら
れ
、
若
手
医
師
ら
の
研
究
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
様

子
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
座
長
の
林
篤
志
教
授
か
ら
は
「
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
が
、
継
続
し
て
研
究
し
て
い
く

と
興
味
深
い
の
で
は
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
新

た
な
研
究
成
果
に
つ
な
が
る
期
待
を
感
じ
さ
せ
る
場
面

富
山
か
ら
福
井
ま
で
は
２
時
間
近
く
か
か
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
約
５
０
分
と
本
当
に
富
山
と
石
川
と
福
井
が
１

つ
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
合
同
研
究
会
と
い

う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
は
活
発
な
議
論
を
お
願
い
し
ま

す
。
恒
例
の
く
じ
び
き
に
よ
る
質
問
タ
イ
ム
も
あ
り
ま

す
の
で
、
１
０
０
分
間
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
金
沢
医
科
大
学
の
佐
々
木
洋
教

授
が
座
長
と
し
て
進
行
を
務
め
ま
し
た
。
第
一
演
者
・

富
山
大
学
の
福
島
正
樹
先
生
が
「
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と
術

中
所
見
を
用
い
た
黄
斑
円
孔
の
治
療
戦
略
」
に
つ
い
て

の
研
究
発
表
を
行
い
、
さ
ら
に
第
二
演
者
・
金
沢
医
科

大
学
の
石
田
秀
俊
先
生
が
「
抗
酸
化
・
抗
糖
化
物
質
に

注
目
し
た
白
内
障
予
防
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

も
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
次
回
の
当
番
世
話
人
を
務
め

る
金
沢
医
科
大
学
の
佐
々
木
洋
教
授
は
、
閉
会
の
あ
い

さ
つ
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。 

　
「
去
年
に
比
べ
や
や
参
加
人
数
は
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
活
発
な
討
論
も
あ
り
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
つ
い
て
こ
う
し
て
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
専
門
外
の
分
野
も
あ
り
刺
激
に
な
っ

た
先
生
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
ま

た
持
ち
帰
っ
て
各
教
室
で
の
研
究
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
番
良
い
の
は
こ
の
４
大
学
で

１
つ
の
合
同
研
究
を
行
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
く
と
大
い
に
有

意
義
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
私
も
金
沢
か
ら

新
幹
線
を
利
用
し
約
２
０
分
で
福
井
ま
で
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
、
北
陸
三
県
が
近
く
な
っ
た
と
実
感
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
来
年
の
開
催
は
金
沢
で
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
北
陸
の
真
ん
中
で
両
県
か
ら
も
足
を
運
び
や
す
い

で
す
し
、
よ
り
広
い
会
場
も
用
意
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ま
た
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
回
は
２
０
２
５
年
の
５
月
３
０
日(

金) 

に
金
沢
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第８回北陸４大学眼科合同研究会

新幹線でつながり新幹線でつながり４４大学がより密接に連携大学がより密接に連携
知識を深めお互いに高め合える場に知識を深めお互いに高め合える場に

第 8 回北陸 4 大学眼科合同研究会が本年 5 月 17 日 ( 金 )、 福井市にて開催されました。 こ第 8 回北陸 4 大学眼科合同研究会が本年 5 月 17 日 ( 金 )、 福井市にて開催されました。 こ

の研究会は北陸の 4 大学である富山大学、 金沢大学、 福井大学、 金沢医科大学が一堂に介の研究会は北陸の 4 大学である富山大学、 金沢大学、 福井大学、 金沢医科大学が一堂に介

して実質的な連携を強め、 研究の活性化や地域医療拡充を目的とするもので、 若手医師の研して実質的な連携を強め、 研究の活性化や地域医療拡充を目的とするもので、 若手医師の研

究発表の場として貴重な機会となっています。 北陸新幹線の福井延伸後初開催となる今回、 参究発表の場として貴重な機会となっています。 北陸新幹線の福井延伸後初開催となる今回、 参

加者たちは交流と親睦を深め、 価値ある研究をさらに推し進めていく思いを新たにしました。加者たちは交流と親睦を深め、 価値ある研究をさらに推し進めていく思いを新たにしました。

北
陸
新
幹
線
の
福
井
延
伸
で

結
束
を
よ
り
強
化
し
世
界
へ
発
信

　

北
陸
４
大
学
眼
科
合
同
研
究
会
は
午
後
７
時
に
始
ま

り
、
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ

て
４
大
学
の
若
手
医
師
に
よ
る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
大
学
の
持
ち
回
り
と
な
っ
て
お
り
、
第
８
回

目
の
世
話
役
は
福
井
大
学
、
会
場
は
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ホ
テ
ル
で
す
。

　

研
究
発
表
に
先
立
ち
、
当
番
世
話
人
を
務
め
る
福
井
大

学
の
稲
谷
大
教
授
が
挨
拶
に
立
ち
、
今
回
の
研
究
会
を

有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
「
福
井
県
で
は
今
回
２
回
目
、
新
幹
線
が
福
井
へ
開
通

し
て
初
め
て
の
合
同
勉
強
会
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で



北陸４大学眼科合同研究会８８第 回
第２セッション第２セッション
座長 ： 林 篤史 先生 (富山大学) 北陸４大学眼科合同研究会８８第 回

第１セッション第１セッション
座長 ： 佐々木 洋 先生 (金沢医科大学)



FRESHERS INTERVIEW
明日の眼科医を目指して日夜頑張っている研修医のみなさんを紹介しています。

金沢大学 

美濃 剛志

●
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

　

初
期
研
修
の
間
に
研
修
先
の
市

中
病
院
や
大
学
に
て
眼
科
を
ロ
ー

テ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
、
眼
科
診
療

の
奥
深
さ
に
触
れ
る
う
ち
に
、
眼

科
医
と
し
て
の
道
に
進
も
う
と
決

心
致
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
目
標

　

出
身
大
学
で
あ
る
金
沢
大
学
で

地
域
の
み
な
さ
ま
の
Q
O
V
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
く
、
周

り
の
方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
日
々

の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

早
く
一
人
前
の
診
療
が
で
き
る
よ

う
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

福井大学 

友田 彩水

●
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

　

学
生
時
代
や
初
期
研
修
医
前
半
ま
で

は
こ
れ
と
い
っ
た
科
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず

不
安
な
中
、
内
科
の
先
生
に
細
か
い
作

業
や
手
技
が
好
き
な
ら
と
眼
科
を
お
勧

め
し
て
も
ら
い
眼
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
初
め
て
手
術
の
助
手
に
入
っ

た
と
き
に
直
感
で
お
も
し
ろ
い
と
感
じ

眼
科
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

●
現
在
の
研
修
内
容

外
来
、
外
来
の
手
伝
い
、
手
術
助
手
、

病
棟
業
務
な
ど
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
知
識
も
技
術
も
乏
し
く
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
先
生
方
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
聞
き
や
す
い
雰
囲
気
と
聞
く
と
な

ん
で
も
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
る
環
境

に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
目
標

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
眼
科

医
と
し
て
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
生
活

を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
“見
え
る
”
と
い
う
こ
と
が

当
た
り
前
で
な
い
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

New
Doctor

研究会・懇親会の様子 　

会
場
に
は
合
わ
せ
て
３
０
名
の
眼
科

医
師
や
関
係
者
が
参
加
し
、
合
同
研
究

会
は
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
会
場

を
移
し
て
情
報
交
換
会
も
行
わ
れ
、
参

加
者
が
和
や
か
に
歓
談
し
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

New
Doctor



診療・治療のコツとテクニック

神経眼科診療で心掛けていること

( 診断学の観点から )
　私は大学病院でおもにメディカルレチナと神経眼科の領域を専門として診療を担当してい

ます。AMDなどの黄斑疾患ではOCTなどの眼底イメージング技術の進歩により、診断に迷う

機会は少なくなっており、診断学＝画像診断というスタンスで臨んだとしても、それで大き

く外れることは少ないのかもしれません。一方で、神経眼科領域についてはこれとは対極の

考え方が必要です。検査機器による「一発診断」はほぼ不可能、非常に頭を使います。学生・

研修医時代に学んだ診断学の基本がまさに生きる場面であり、眼科に入職して画像診断メイ

ンの「見てわかる」診療に慣れきってしまっているとどこかで痛い目にあう可能性があります。

多くのケースでは様々な検査を必要に応じて行うことになるわけですが、私があらためて重

要性を認識しているのは①問診、②ベイズ流アプローチです。①は最も技術と経験が求めら

れる検査のひとつですが、症状・経過・背景を、患者さんから効率よく聞き出すことをまず

は心掛けてみてください。その中には診断の手がかりとなる情報がほぼ確実に含まれており、

言うまでもなくそれは他のどの検査からも絶対に得られないものです。②の肝は「初診時で

診断を決めつけないこと」です。その後の臨床経過、検査結果、治療反応性によって考え方

を更新できるような心構えを持つこと（すなわち、自身の初期判断に拘泥せず、ときにその

誤りを潔く認めること）が要求されます。逆に言えば、治療を含めた介入はその前提を持っ

て戦略的に行わねばなりません。

　拙筆で恐縮ですが、若手の先生方にとって少しでもご参考になれば幸いです。

金沢大学眼科

竹本 大輔　一方の像は真っ直ぐ見えるのにもう一方の像は傾斜して見える
両眼性複視を自覚する斜視、交代プリズム遮閉試験（APCT）でも
検出できない斜視、これが回旋斜視です。外方回旋斜視と内方回
旋斜視があります。これらの多くは上下斜視も伴います。代表的
な疾患が後天性の滑車神経麻痺による外方回旋斜視です。
　このような患者さんにAPCTとヘス赤緑試験だけをオーダーして
いても、回旋斜視は一生診断できません。上下斜視があって、プ
リズム眼鏡を合わせても両眼性複視が消えない、サッシが斜めに
ずれて見える、足元を見ると斜めずれが悪化する、ヘスの結果を
見ると四角が少し傾いている、など回旋斜視を疑わせる患者さん
には、Cyclophorometer（写真）で回旋偏位を検査します。１°刻
みで自覚的回旋偏位を定量できます。回旋斜視は、その存在を疑っ
て診ないと発見できませんが、患者さんに回旋斜視を説明すると、
自分の症状がちゃんと伝わったことに安堵されることがしばしば
あります。回旋斜視自体はプリズムでは矯正できないので、回旋
偏位を融像できず手術が必要な患者さんには、Cyclophorometer
の値も参考に回旋斜視の術量を考えます。

回旋斜視を見逃さない！

サイクロホロメーター

液状化後発白内障と屈折の関係
白内障術後に眼内レンズ(IOL)後面と水晶体後嚢の間に乳白色の液状物質が貯留することがあり、

液状化後発白内障(Liquefied after cataract : LAC)と呼ばれています。以前私はLACと診断し、

YAGレーザー後嚢切開を行った際に1.5Dの遠視化を生じた症例を経験しました。つまりLAC

により1.5D近視化していたということになります。近視化がどのようなメカニズムで生じて

いるのかは不明でしたが、私たちは LAC により IOL の後面に屈折面が新たに形成されている

ことが近視化の要因ではないかと考え、光学シミュレーションによる検討を行いました。

近視化にかかわる重要な要素として、

①　IOLの後面曲率半径が大きい

②　LACの屈折率が大きい

③　LACの後面曲率半径が小さい

上記の３つがあげられました。今後は光学シミュレーションと実際の臨床例での結果を照ら

し合わせ、CASIA2などの画像からLAC内部の混濁度と屈折率の関係を予想できるようになる

はずで、LACの屈折への影響を高い精度で評価できるようになります。

LACの屈折への影響予測が可能になれば、LAC眼に対してYAGレーザー後嚢切開を施行する場合、

IOL の後面曲率、LAC 内部の混程度、LAC の後面曲率から YAG 後の遠視化の程度を予測でき

るようになるはずです。LAC に通常の後発白内障が併発し、視力低下をきたしている場合は

YAGレーザー後嚢切開を行うべきですが、視力低下が軽微なLACでは屈折変化にともなう裸

眼視力への影響を考慮しYAGの適応を決定すべきと考えます。

　福井大学眼科でぶどう膜炎外来を担当しています。
ぶどう膜炎は原因疾患の鑑別が重要です。炎症があれば、
それが肉芽腫性なのか非肉芽腫性なのかを見分ける必
要があります。明白な前房蓄膿や豚脂様角膜後面沈着
物があれば簡単ですが、典型的な所見が常にみられる
とは限りません。したがって、鑑別点となる所見をな
るべく多く知っておくことが大切です。そこで私は蛍
光眼底造影検査をする際に、FAだけでなくIAも行うよ
うにしています。FAで所見がはっきりしなくても、IA
で肉芽腫性炎症を示唆するダークスポットが観察でき
れば、診断に近づくことができます。また、しばしば
ぶどう膜炎との鑑別を要するAPMPPEなどの網膜色素
上皮症を考える上でも有用です。初診を担当したドク
ターがIAを撮ってくれていて、その後コンサルトされ
た際に助かった症例を経験したことがあります。ぶど
う膜炎を専門としない先生方でも、IAを含めた造影検
査をご検討ください。

ぶどう膜炎に対する

造影検査のコツ

画像：サルコイドーシスによるぶどう膜炎症例でみ

られたIAダークスポット。（目立つ箇所のみマーク）

金沢医科大学眼科

佐々木 優

富山大学眼科

三原 美晴

福井大学眼科

盛岡 正和

画像：IOL後面に乳白色の貯留物であるLACを認める。

Tips and techniques for medical treatment
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【
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
】

　

常
勤
医
１
名
、
看
護
師
1
名
、
医
療

ク
ラ
ー
ク
２
名
で
外
来
診
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
福
井
大
学
眼
科
か
ら
手
術

助
手
の
先
生
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

【
診
療
実
績
・
治
療
実
績
】

　

外
来
患
者
数
は
1
日
約
３
０
名
で
す
。

昨
年
度
の
手
術
実
績
は
、
白
内
障
手
術
と

前
眼
部
手
術
を
合
わ
せ
て
約
1
7
0
件
、

硝
子
体
注
射
は
約
4
0
件
で
し
た
。

【
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
】

　

当
院
は
越
前
市
の
中
心
に
位
置
す
る
越

前
市
役
所
の
前
に
あ
り
、
数
年
前
に
新
築

移
転
し
ま
し
た
。
1
0
階
建
て
で
病
棟

の
窓
か
ら
は
越
前
市
が
一
望
で
き
ま
す
。

来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
地
域
住
民
の
方

が
多
く
、
他
科
に
あ
わ
せ
て
眼
科
受
診
さ

福井県越前市府中１丁目３－５
TEL : 0778-22-0336

医療法人 林病院

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
高
齢
の
患
者
さ

ん
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
外
来
診
療
で
は
で

き
る
だ
け
個
々
の
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ

た
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
手
術
で
は
、
近
隣
の
開
業
医
の
先
生

に
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
多
く
、
自
分
が
受
け
て
も
納
得
で
き
る

よ
う
な
丁
寧
な
手
術
を
行
い
患
者
さ
ん
や

紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
科
だ
け
で
対
応
困
難
な
症
例
は
福

井
大
学
病
院
眼
科
に
ご
紹
介
し
連
携
し
な

が
ら
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
や
近
隣
の
先
生

方
に
信
頼
さ
れ
る
眼
科
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

地域医療最前線 Regional Medical Frontier 地域医療の最前線で活躍されている眼科医師に現在の診察状況についてお聞きしました。

【
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
】

　

現
在
常
勤
医
1
名
、
視
能
訓
練
士
2

名
、
検
査
補
助
員
2
名
、
外
来
看
護
師

1
名
、
医
療
事
務
1
名
で
外
来
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

【
診
療
実
績
・
治
療
実
績
】

　

昨
年
度
の
実
績
と
し
て
、
外
来
は

7
2
4
6
人
、
外
来
手
術
が
6
2
件
、

入
院
手
術
は
2
8
9
件
で
、
内
訳
は
白

内
障
手
術
が
2
8
5
件
、
緑
内
障（
濾
過

手
術
を
含
む
）が
9
件
、
そ
の
他
外
眼
部

手
術
が
5
件
な
ど
）を
施
行
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
半
ば
か
ら
手
術
日
を
拡
充
し
、

今
年
度
か
ら
は
1
日
あ
た
り
の
手
術
件

数
も
増
や
し
、
今
年
度
の
手
術
件
数
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
緑
内
障
手
術
も

徐
々
に
件
数
が
伸
び
て
き
て
い
る
状
況
で

す
。

【
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
】

　

前
任
の
先
生
に
よ
る
斜
視
弱
視
外
来
は
、

大
学
か
ら
の
外
勤
の
先
生
に
よ
っ
て
継
続

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自
身
で
は
緑
内

障
を
専
門
に
し
て
い
る
た
め
、
新
た
に
緑

内
障
手
術
を
開
始
し
ま
し
た
。
手
術
の
内

容
と
し
て
は
既
存
の
濾
過
手
術
と
流
出
路

再
建
術
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
緑
内
障
の
患

者
様
に
薬
物
療
法
以
外
の
治
療
方
法
を
提

示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
様

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

富山県富山市楠木３３－１
TEL : 076-437-1111

富山県済生会富山病院
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EYELINK 【講演会スケジュール】   2024 年 8 月～

福　

井

日程 会名 場所 時間 演者

2024年
9月7日 (土)

福井県眼科集談会 福井商工会議所 18:00～ 松村 沙衣子 先生　(東邦大学大森病院)

2024年
10月26日 (土)

北陸オプサルミックフォーラム 福井商工会議所 18:00～

大鹿 哲郎 先生　(筑波大学)
岡本 史樹 先生　(日本医科大学)
石川 均 先生　(北里大学)　
羽入田 明子 先生　(慶應大学)

2024年
11月30日 (土)

福井県年忘れ眼科勉強会 フェニックスホテル 18:30～ 大音 壮太郎 先生　(京都大学)
原 祐子 先生　(住友別子病院)

2025年
1月11日 (土)

福井県眼科集談会 福井商工会議所 18:00～ 山口 剛史 先生　(東京歯科大学市川総合病院眼科)
須田 謙史 先生　(京都大学)

2025年
5月17日 (土)

福井県学術講演会 福井県繊協ビル 18:00～ 未定

R6.7

富　

山

日程 会名 場所 時間 演者

2024年
9月14日 (土)

第120回富山大学眼科臨床カンファ
レンス

富山県民会館
（611号室） 18:30～20:30 大家 義則 先生　(大坂大学)

久保 江理 先生　(金沢医科大学)

2024年
10月5日 (土) 第 65 回とやま眼科学術講演会 グランテラス富山 18:30～20:30 今川 幸宏 先生　(大阪回生病院)

髙村 佳弘 先生　(福井大学)

2024年
11月23日 (土) 第90回富山眼科集談会 富山県民会館

（701号室） 13:30～16:30 平見 恭彦 先生　(神戸市立神戸アイセンター)

2025年
3月1日 (土) 第30回北陸眼疾患シンポジウム グランテラス富山 17:00～20:30

鈴木 崇 先生　(いしづち眼科)
木村 亜紀子 先生　(やさしい目のクリニック)
坂田 礼 先生　(東京大学)
岡田 アナベル あやめ 先生　(杏林大学)

2025年
3月8日 (土)

第121回富山大学眼科臨床カンファ
レンス

富山県民会館
（611号室） 18:30～20:30

山本 修一 先生
（独立行政法人地域医療機能推進機構）
横内裕敬 先生

（帝京大学ちば総合医療センター）

2025年
3月22日 (土) 第66回とやま眼科学術講演会 グランテラス富山 未定

Clareon® Vivity® AutonoMe®は
シンプルに使い易く焦点深度を拡張させます

製品情報お問い合わせ先：0120-825-266 2024 Alcon

JP-VIV-2400008
 2405IPA

SMB994-1販売名：Clareon® Vivity® Extended Vision 眼内レンズ
　　　  AutonoMe® オートプリロードデリバリーシステム
一般的名称：挿入器付後房レンズ
医療機器承認番号：30500BZX00041000

石　

川

日程 会名 場所 時間 演者

2024年
10月6日 (日) 第9回北陸斜視・小児眼科の会 ホテル日航金沢 11:00～13:00

大野 京子 先生　（東京医科歯科大学）
根岸 貴志 先生　（順天堂大学）
森 隆史 先生　（福島県立医科大学）

2024年
11月10日 (日) 第44回金沢医科大学眼科研究会 金沢市アートホール 13:00～16:00 岡本 史樹 先生　（日本医科大学）

2024年
11月29日 （金）～
11月30日 （土）

第62回日本神経眼科学会総会 金沢市文化ホール 学会長：大久保 真司 先生
（金沢大学／おおくぼ眼科クリニック）

2024年
12月15日 (日) 第353回金沢眼科集談会 ANAクラウンプラザ

ホテル金沢 10:00～13:00 坂口 裕和 先生　（岐阜大学）
庄司 信行 先生　（北里大学）

2025年
4月6日 (日) 第354回金沢眼科集談会 ホテル金沢 10:00～13:00 未定

2025年
7月18日 (金)～
7月20日 (日)

第64回日本白内障学会総会
第51回水晶体研究会 石川県立音楽堂 学会長：佐々木 洋 先生　(金沢医科大学)

学会長：久保 江理 先生　(金沢医科大学)
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